
尾木直樹さん「まいばらふるさと大使」に ２

防災ウォッチング＆防災お役立ち情報 ４

自治基本条例の推進委員を募集します ６

次回の広報まいばら発行日　８月１日号　７月28日（木）

主 な 内 容
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尾木直樹さん 
「まいばらふるさと大使」に 
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尾木直樹さん 
「まいばらふるさと大使」に 

お　　　ぎ　  な  お     き 

尾木直樹さん 
「まいばらふるさと大使」に 

お　　　ぎ　  な  お     き 

何
気
な
い
日
常
の
中
で
の
親
子
の
心

あ
た
た
ま
る
シ
ー
ン
を
と
ら
え
た
携
帯

写
真
、
懐
か
し
い
故
郷
へ
の
思
い
を
込

め
た
川
柳
・
・
・
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
れ
ら
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
７
月
16
日（
土
）〜

米
原
駅O

ya
ko

ギ
ャ
ラ
リ
ー

＊
水
源
の
里
ま
い
ば
らO

yako

写
真
展

同
時
開
催

●
７
月
24
日（
日
）
近
江
公
民
館

イ
ク
メ
ン
養
成
講
座
イ
ベ
ン
ト
会
場

●
８
月
６
日（
土
）
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ

じ
ゃ
ん
ぐ
る
っ
ち
イ
ベ
ン
ト
会
場

●
７
月
20
日（
水
）〜
８
月
31
日（
水
）

市
役
所
各
庁
舎
ロ
ビ
ー

山
東
図
書
館
・
近
江
図
書
館

展
示
会
場



旧
伊
吹
町
の
大
清
水
出
身
の
教
育
評
論

家
、
尾
木
直
樹
さ
ん
に
「
ま
い
ば
ら
ふ
る

さ
と
大
使
」
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
７
月
２
日
（
土
）
に
び
わ
湖

ホ
ー
ル
（
大
津
市
打
出
浜
）
で
委
嘱
式
を

行
い
ま
し
た
。

尾
木
さ
ん
は
、
柔
ら
か
い
物
腰
と
独
特

の
口
調
で
「
尾
木
マ
マ
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や

ラ
ジ
オ
番
組
、
講
演
活
動
な
ど
に
引
っ
張

り
だ
こ
。
尾
木
さ
ん
に
は
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
、
米
原
の
魅
力
や
情
報
を
全
国

的
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
米
原
の

発
展
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
提

言
や
助
言
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

「
米
原
市
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
の
発

信
は
も
ち
ろ
ん
、
市
が
推
進
し
て
い
る
絆

事
業
な
ど
に
も
、
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
、
心
強
い
応
援
団
の
登

場
に
期
待
を
寄
せ
る
泉
市
長
。
そ
し
て
尾

木
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
米
原
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
私
は
米
原
か
ら
四
国
、
そ
し
て
東
京
へ

と
移
り
住
み
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
幼
少
期
に
ど
こ
で
過
ご
す
か
は
と

て
も
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
私
が

頑
固
な
の
も
、
伊
吹
山
の
麓
・
大
清
水
と

い
う
あ
の
寒
い
地
域
で
育
っ
た
か
ら
か
も

知
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
頃
の
友
だ
ち
と
の

思
い
出
は
全
部
、
今
の
私
の
生
き
る
基
盤

に
な
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
ふ
る
さ
と
大
使
に
就

任
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
ふ
る
さ
と
に
近
く
な
れ
る
こ

と
、
ふ
る
さ
と
の
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
。
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
発
言

す
る
機
会
も
多
い
の
で
、
米
原

の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
き
ま
す
」
と
、
笑
顔
で
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。な

お
、
尾
木
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
詳
細
を
「
伊
吹
山
テ

レ
ビ
７
月
15
日
号
」
で
お
届
け

す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

尾
木
直
樹
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
７
年
、
滋
賀
県
米
原
市
（
旧
伊
吹

町
）
生
ま
れ
。
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
学
部
教
授
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
客
員
教
授
、
臨
床
教
育
研
究

所
「
虹
」
所
長
、
教
育
評
論
家
。
早
稲
田

大
学
卒
業
後
、「
子
育
て
と
教
育
は
”愛
と

ロ
マ
ン
“
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
私
立
海
城
高

校
、
東
京
都
公
立
中
学
校
な
ど
の
教
育
現

場
で
22
年
間
に
渡
り
ユ
ニ
ー
ク
で
創
造
的

な
教
育
実
践
を
展
開
。
現
在
は
子
ど
も
と

教
育
、
い
じ
め
問
題
な
ど
を
中
心
に
、
講

演
、
メ
デ
ィ
ア
出
演
、
執
筆
な
ど
幅
広
く

活
躍
。
特
に
最
近
は
、「
尾
木
マ
マ
」（
明

石
家
さ
ん
ま
さ
ん
命
名
）
と
い
う
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。
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尾木直樹さん 
「まいばらふるさと大使」に 

お　　　ぎ　  な  お     き 

尾木直樹さん 
「まいばらふるさと大使」に 

お　　　ぎ　  な  お     き 

「米原はいいところ。これからもよろしくお願いしま～す4」
と尾木さん。ブログでも米原のことを話してくれるかも！
オフィシャルブログ『オギ☆ブロ』http://ameblo.jp/oginaoki/

官製ハガキに住所・氏名・電話番
号・尾木ママへのメッセージを記
入して、下記まで。当選の発表は
発送をもってかえさせていただき
ます。

締切7月29日（金）必着
〒521-8501  米原市下多良三丁目3番地
米原市政策調整課「尾木ママ」プレゼント係

「尾木ママ」サイン本
プレゼント（抽選で３名）

幼少期の米原での
エピソードも！

９
月
以
降
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
公

共
施
設
で
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、

７
月
20
日（
水
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の
方

に
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
獲
得

数
の
多
か
っ
た
作
品
に
は
　
大
賞
各
１

名
、
親
子
の
絆
賞
各
２
名
の
方
に
賞
品

を
贈
り
ま
す
。

●
７
月
24
日（
日
）

近
江
公
民
館
イ
ベ
ン
ト
会
場

●
８
月
６
日（
土
）

ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
会
場

●
７
月
20
日（
水
）〜
８
月
31
日（
水
）

市
役
所
各
庁
舎
ロ
ビ
ー

山
東
図
書
館
・
近
江
図
書
館

８
月
31
日（
水
）が
投
票
締
切
で
す
。

各
賞
は
広
報
10
月
１
日
号
で
発
表
し
ま
す
。

お
申
し
込
み

政
策
調
整
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
６
　
5
５
２
―
５
１
９
５

投
票
会
場

投
票
に
参
加
し
よ
う
！

心
に
残
っ
た
写
真
と
川
柳
は
？

グ
ッ
と
き
た
「
親
子
の
絆
」
を

選
ん
で
く
だ
さ
い

賞
の
発
表
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７
月
現
在
で
、
米
原
市
の
自
主
防
災
組

織
が
設
立
さ
れ
て
い
る
の
は
、
１
０
５
自

治
会
の
う
ち
97
自
治
会
、
９
２
・
４
％
。

合
併
し
た
当
時
の
７
１
・
３
％
と
比
較

す
る
と
ず
い
ぶ
ん
取
り
組
み
は
広
が
っ
て

き
ま
し
た
が
、
一
部
組
織
化
さ
れ
て
い
な

い
地
域
や
、
組
織
化
さ
れ
て
い
て
も
活
動

が
停
滞
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
も
の
実
情

で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
自
主
防

災
組
織
の
活
性
化
の
た
め
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
や
お
役
立
ち
情
報
の
提
供
を
し
て

い
き
ま
す
。
み
ん
な
の
絆
で
地
域
の
防
災

力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
初
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
の
は
、「
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
あ
さ
ひ
」
で
す
。

平
成
22
年
４
月
に
自
治
会
と
し
て
発
足

し
た
ば
か
り
の
「
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
あ
さ

ひ
」。
新
興
住
宅
地
と
い
う
性
格
上
、
様
々

な
地
域
か
ら
引
っ
越
し
し
て
き
て
お
互
い

に
面
識
の
な
い
世
帯
が
集
ま
っ
た
自
治
会

で
す
が
、
こ
こ
で
は
自
治
会
発
足
か
ら
１

年
も
経
た
な
い
う
ち
に
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
互
い
に
顔
の
見
え
る
自
治
会
づ
く
り

を
進
め
た
い
…
こ
う
い
っ
た
考
え
の
中
で

防
災
活
動
と
美
化
活
動
を
そ
の
手
段
と
し

て
取
り
込
み
ま
し
た
」
と
、
区
長
の
島
}

裕ゆ

う

児じ

さ
ん
。
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
あ
さ
ひ
で

は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
同
時
に
絆
マ

ッ
プ
の
作
成
も
行
わ
れ
、
避
難
ル
ー
ト
の

確
認
な
ど
地
域
を
知
る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
避
難
ル
ー

ト
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
土
地

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
草
刈
り
作
業
も

行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
平
日
の
日
中
は
女
性
が
家
に
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
初
期
消
火
の
訓
練

に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
り
、
役
員

が
交
代
し
て
も
防
災
活
動
が
し
っ
か
り
と

引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
役
割
分
担
を
考
え

る
な
ど
、
防
災
意
識
が
地
域
全
体
で
共
有

で
き
る
よ
う
な
し
か
け
を
工
夫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

「
こ
の
自
治
会
は
若
い
世
代
が
多
く
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
様
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
つ
つ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
結
束

し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
自
治
会
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
新
し
い
自
治

会
で
す
が
、
地
道
な
活
動
の
中
で
地
域
の

絆
を
深
め
て
い
き
な
が
ら
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
区
長
さ
ん
は
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ち

な
み
に
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
あ
さ
ひ

で
は
、
今
年
の
10
月
に
自
治
会
館
が
完
成

す
る
そ
う
で
す
。
会
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
、
そ
し
て
防
災
拠
点
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
ね
。▲防災訓練や説明会は、草刈り作業などとあわせて実施。時間を有効

に使って参加者の負担を減らすことで、参加率も高まります。

お問い合わせ 市民部 市民安全課（近江庁舎）
1５２－６６３０　5５２－６９３０

市内でいちばん新しい自主防災組織

グリーンヒルズあさひ
（45世帯・人口139人）

し
ま

ざ
き
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米
原
消
防
署
が
パ
ソ
コ
ン
用
の
自
主
防

災
支
援
ソ
フ
ト
「
み
ん
な
の
力
で
地
域
を

守
く
ん
」
を
開
発
さ
れ
、
６
月
29
日
に
防

火
保
安
協
会
の
藤
井
会
長
か
ら
市
長
へ
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ソ
フ
ト
に
は
、「
図
上
訓
練
の
進
め

方
」「
役
立
つ
ロ
ー
プ
の
結
び
方
」「
防
災

資
器
材
の
管
理
の
方
法
」「
災
害
時
の
ト
イ

レ
対
策
」
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
が
根
付

き
、
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
メ

ニ
ュ
ー
が
満
載
。

湖
北
地
域
消
防
本
部
の
伊
賀
並
次
長
は
、

「
掲
載
内
容
を
訓
練
資
料
と
し
て
そ
の
ま
ま

活
用
で
き
る
よ
う
に
構
成
す
る
な
ど
、
実

用
性
重
視
で
開
発
し
ま
し
た
。
各
地
域
の

地
図
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
で
す
」
と
、
自
信
を
も
っ
て
ソ
フ
ト
を

す
す
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ソ
フ
ト
に
は
、
先
に
開
発

さ
れ
た
「
避
難
所
支
援
ソ
フ
ト

絆
く
ん
」

も
入
っ
て
お
り
、
避
難
者
の
集
計
や
100
人

分
の
炊
き
出
し
レ
シ
ピ
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
混
乱
時
に
、

強
い
味
方
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

な
お
、
ソ
フ
ト
が
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
は
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
市
内
の
す
べ
て
の
自
治

会
に
配
布
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
中

に
は
、
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
り
、
役

員
が
代
わ
っ
て
う
ま
く
活
動
が
引
き
継
げ

な
か
っ
た
り
す
る
地
域
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
の
ソ
フ
ト
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
の
組
織
を
再
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。 ▲伊賀並次長からソフトの操作方法の説明を受ける泉市長。

使い方がわからないときには、消防
署の「守くんチーム」にＳＯＳを出
すと、指導もしてくれるよ。

米原消防署 守くんチーム
1 55-0108  5 55-3407

市
民
安
全
課
や
消
防
署
の
署
員
が
講

師
と
な
っ
て
、
地
域
で
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
防
災
豆
知
識

自
主
防
災
組
織
の
設
置
や
、

絆
マ
ッ
プ
の
作
成
方
法
に
つ
い
て

●
住
宅
防
火

住
宅
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

●
消
火
器
の
取
り
扱
い

初
期
消
火
の
方
法
に
つ
い
て

●
地
震
対
策

身
の
安
全
の
守
り
方
に
つ
い
て

●
応
急
手
当
講
習
会

い
ざ
と
い
う
時
の
心
得
に
つ
い
て

●
普
通
救
命
講
習
会

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
に
つ
い
て

お
申
し
込
み

生
涯
学
習
課
（
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
内
）

1
５
５
―
８
１
０
６
　
5
５
５
―
４
５
５
６

自主防災支援ソフトを
米原消防署が開発！

「みんなの力で地域を守るくん」
ソフトはすべての自治会に配布します！

ご利用ください
防災の「出前講座」
実践的なメニューが充実！



『
米
原
市
自
治
基
本
条
例
』
は
平
成
18

年
９
月
に
施
行
さ
れ
、
市
政
運
営
の
方

向
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
条
例
の
考
え
方
に
沿

っ
た
制
度
設
計
や
仕
組
み
、
ま
た
実
際

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
内
容
の
検

証
を
行
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
率
直

な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、「
米
原

市
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

地
域
社
会
の
活
力
を
高
め
、
自
治
の

確
立
・
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
条
例
で
、
市
の
最
高
規

範
で
す
。

こ
の
条
例
に
関
す
る
情
報
を
市
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
ほ

か
、
広
報
１
日
号
で
「
ホ
タ
ル
ン
の
自

治
基
本
条
例
メ
モ
」
を
連
載
中
で
す
。

募
集
要
項

▼
委
員
の
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
募
集
人
員

３
人

▼
募
集
期
間

７
月
15
日(

金)

〜
８
月
12
日(

金)

▼
応
募
資
格

(1)
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
23
年
９
月
１
日
現
在
）

(2)
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は

常
勤
の
職
員
で
な
い
方

(3)
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
に
３
つ

以
上
就
い
て
お
ら
れ
な
い
方

(4)
特
定
の
意
見
に
偏
ら
ず
、
市
民
の
視

点
か
ら
客
観
的
に
公
平
な
審
議
が
で

き
る
方

(5)
年
数
回
程
度
、
平
日
に
開
催
さ
れ
る

会
議
に
出
席
で
き
る
方

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
政
策
調
整
課
ま

で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
、
ま
た

は
各
庁
舎
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
各
庁
舎
に
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
民
部
　
収
納
対
策
課
（
近
江
庁
舎
）

1
５
２
―
３
１
８
９
　
5
５
２
―
６
９
３
０

お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課
（
米
原
庁
舎
）

〒
521-
8501
米
原
市
下
多
良
三
丁
目
３
番
地

1
５
２
―
６
６
２
６
　
5
５
２
―
５
１
９
５

so
u
sei@

city.m
aib
ara.lg

.jp

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
、

あ
な
た
の
生
の
声
が
必
要
で
す
！

お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

〒
521-

0242
米
原
市
長
岡
１
０
５
０-

１

1
５
５
―
８
０
２
０
　
5
５
５
―
４
５
５
６
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ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
身
近
な
拠
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
平
成
24
年
３
月
の
完

成
を
め
ざ
し
て
山
東
地
区
内
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
将
来
に
わ

た
っ
て
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
グ
ラ
ウ
ン
ド

名
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①
応
募
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
名
の
条
件

・
親
し
み
や
す
く
将
来
に
渡
っ
て
愛
さ

れ
る
も
の
　

・
誤
読
の
恐
れ
が
な
く
、
読
み
方
が
分

か
り
や
す
い
も
の

・
特
定
の
価
値
観
に
偏
り
す
ぎ
て
い
な

い
も
の

・
現
在
使
用
し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
名

（
三
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
以
外
の
も
の

③
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
任
意
の
用
紙
に
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
施
設
名
・
理
由
を

明
記
し
て
、
左
記
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

④
募
集
期
間

７
月
27
日（
水
）
ま
で

⑤
審
査

選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
８

月
頃
に
発
表
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が  

難
し
い
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い 

「
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
」  

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す 

政策調整課からのおしらせ 

「
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
」

「
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
」  

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す 
「
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
」  

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す 

『
米
原
市
自
治
基
本
条
例
』
と
は

新
グ
ラ
ウ
ン
ド
名
募
集

も
っ
と

女
性
や
若
者
が

意
見
を
言
え
る

場
が
欲
し
い
！

市
の
情
報
は

行
政
用
語
が

多
す
ぎ
て

わ
か
り
に
く
い
！

もっと計画段階から
市民の意見が
反映される仕組みが
必要じゃない？



国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
事
情
や
災

害
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

人
の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
す
る
と
年
金
受
給
に

影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
に
困
っ
た

と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
免
除
制
度(

納
付
が
困
難
な
人)

該
当
す
る
人
が
届
け
出
る
こ
と
で
免

除
と
な
る
「
法
定
免
除
」
と
申
請
し
て

承
認
さ
れ
た
場
合
に
免
除
と
な
る
「
申

請
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
険

料
の
（
全
額
、
４
分
の
１
、
半
額
、
４

分
の
３
）
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
）

同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
基
準
以
下
の
人
は
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
た
場
合
に
は
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
原
則
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度(

学
生)

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
学
生
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承

認
期
間
は
、
原
則
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
で
す
。

※
免
除
、
猶
予
、
特
例
を
承
認
す
る
際

に
は
前
年
（
平
成
22
年
中
）
の
所
得
な

ど
が
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
所
得

の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
所
得
、

課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
は
１
月
１
日

現
在
の
住
所
地
ま
た
は
居
住
地
で
あ
っ

た
市
区
町
村
で
交
付
さ
れ
ま
す
）

【
申
請
手
続
】

市
役
所
保
険
課
、
お
近
く
の
各
庁
舎
窓

口
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
日
本
年
金
機
構
彦
根
年
金
事
務
所
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

市の水道事業および下水道事業の運営などについ

て、市長の諮問に応じて必要事項を調査審議してい

ただく委員のみなさんをご紹介します。

任期は平成23・24年度の2年間です。

■問 土木部 上下水道課（近江庁舎） 152ー6923 552－4858 ■問 市民部 保険課（近江庁舎） 152ー6922 552－8730

米原市　水道運営審議会委員・
下水道事業審議会委員のご紹介

国民健康保険事業の運営に関し重要な事項につい

て、審議・提言を行っていただく国民健康保険運営

協議会の委員のみなさんをご紹介します。

任期は平成23・24年度の2年間です。

国民健康保険運営協議会委員の
ご紹介
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国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が  

難
し
い
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い 

保険課からのおしらせ 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
と
が  

難
し
い

難
し
い
と
き
は

と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い 
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が  

難
し
い
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い 

お問い合わせ　市民部 保険課（近江庁舎）国民年金担当　152－6922 552－8730
日本年金機構彦根年金事務所　　　　　　 10749－23－1114

三田
み た

村
むら

緒佐武
お さ む

伊富貴
い ぶ き

務
つとむ

古澤
ふるさわ

宏之
ひろゆき

山川
やまかわ

静
しず

子
こ

林
はやし

美津雄
み つ お

石
いし

田
だ

育
いく

男
お

橋
たかはし

利
とし

子
こ

野
の

原
はら

友美子
ゆ み こ

米原市
水道運営審議会委員

米原市下水道事業
審議会委員

矢野
や の

邦昭
くにあき

伊富貴
い ぶ き

務
つとむ

よし

田
だ

周
しゅう

一郎
いちろう

坂
さか

井
い

一繁
かずしげ

足
あ

立
だち

省
しょう

一
いち

谷村
たにむら

秀
ひで

子
こ

田
た

中
なか

佐智代
さ ち よ

児
こ

玉
だま

恵
けい

子
こ

前
まえ

田
だ

高
たか

司
し

小
こ

澤
ざわ

勝
かつ

巳
み

相宗
あいそう

久
ひさ

夫
お

筒
つつ

井
い

良
よし

子
こ

加賀井
か が い

和幸
かずゆき

山
やま

根
ね

史考
ふみとし

伊
い

藤
とう

誠
まさ

紀
き

竹下
たけした

幸
ゆき

雄
お

山中
やまなか

茂
しげ

樹
き

吉川
よしかわ

英
えい

治
じ

和田
わ だ

登美子
と み こ

若林
わかばやし

初
はつ

子
こ

森
もり

良和
よしかず

八田
は っ た

林一郎
りんいちろう

東
ひがし

野
の

弘
ひろむ

被保険者を代表する委員

保険医または保険薬剤師を代表する委員

公益を代表する委員

被用者保険等保険者を代表する委員
@

（敬称略） （敬称略）
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今
回
の
東
日
本
大
震
災
、
特
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
は
、
日
本
全
国
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
に
大
き
な
波
紋
が
広
が

り
ま
し
た
。

事
故
か
ら
１
０
０
日
以
上
が
経
っ
た
今
も
収
束
の
道
筋
が
見
え

ず
、
そ
れ
と
同
時
に
全
国
か
ら
「
脱
原
発
」
を
訴
え
る
声
が
相
次

い
で
上
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
米
原
市
も
敦
賀
原
発
か
ら
決
し
て
遠
く
な
い
位
置
に

あ
り
、
安
全
な
発
電
事
業
の
運
営
を
望
む
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
「
脱
原
発
」
の
影
響
か
ら
、
日
本
の
電
力
会
社
の
中

で
も
原
発
依
存
度
が
最
も
高
い
関
西
電
力
管
内
に
お
い
て
も
、
東

京
電
力
管
内
と
同
じ
15
％
の
節
電
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
々
は
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を
際
限
な
く
求
め
、
む
や
み
に

電
気
や
水
、
化
石
燃
料
を
消
費
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

原
発
に
頼
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
転
換
を
図
る
に
は
、
産
業
経

済
の
発
展
や
生
活
水
準
の
維
持
と
並
行
し
て
議
論
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
を
後
世
へ
と
つ
な
い
で
い

く
た
め
、
今
回
の
震
災
を
契
機
に
、
一
人
ひ
と
り
が
経
済
優
先
の

生
き
方
や
利
便
性
だ
け
を
追
求
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
考
え

直
す
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
７
月
１
日
記
）

まちづくり団体が元気に交流
6月26日、近江公民館で「米原みらい創造ま

ちづくり交流会2011」が開催されました。

交流会では、地域創造会議の補助金を活用し

て特色を活かしたまちづくりに取り組まれてい

る団体から活動事例が発表されたほか、彦根市

のまちづくり団体を交えた意見交換会も行われ

ました。
参加者からは「地域の発展や事業の継続を考

えると、雇用を創出するようなまちづくり活動

のあり方を検討する必要があるのでは」といっ

た意見が出され、自立した活動を展開する上で

の課題などについて、熱心に議論されました。
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また、会場のロビーには各団体の活動を紹介

するパネルが展示されており、それらを前に新

たな出会いと交流が生まれていました。

商工会で被災地の特産品を販売
米原市商工会では、下多良の米原本所と長岡

の東部支所の2か所で、東日本大震災の被災地で
ある福島・宮城・岩手などから取り寄せた特産
物を販売されています。
これは被災地の経済支援を目的としたもので、

商工会の会員でない方も気軽に購入できること
になっています。物品の販売は9月頃まで続きま
すので、ぜひ魅力的な現地の特産品を購入して、
被災地の復興を応援しましょう。
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民
俗
学
者
の
柳や

な
ぎ

田た

国く

に

男お

の
著
書
『
木
綿

以
前
の
事
』（
１
９
２
４
）
に
よ
る
と
、
日

本
列
島
で
木
綿
の
布
が
庶
民
の
日
常
着
と

な
っ
た
の
は
、
そ
う
遠
い
昔
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
木
綿
の
布
が
爆
発
的
に
使
わ
れ

だ
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。
当
時
の
人
び
と
の
心
を
と
ら
え
た

綿
織
物
の
特
徴
は
、
柔
ら
か
く
、
軽
く
、

暖
か
く
、
し
か
も
美
し
い
色
と
模
様
に
染

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
し
た
。

で
は
、「
木
綿
以
前
」
に
使
わ
れ
て
い
た

布
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
一
般
に
「
麻
」

と
よ
ば
れ
る
植
物
の
苧ち

ょ

麻ま

（
カ
ラ
ム
シ
）

や
大た

い

麻ま

を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
た
上じ

ょ
う

布ふ

や

太
布

た

ふ

、
原
始
布
と
よ
ば
れ
る
、
粗
く
ご
わ

ご
わ
し
た
、
大
か
た
は
無
地
の
布
で
し
た
。

木
綿
や
絹
と
異
な
り
、
麻
は
古
く
か
ら
日

本
で
も
用
い
ら
れ
て
い
て
、
先
史
時
代
の

考
古
遺
物
か
ら
も
確
認
さ
れ
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
土
器
に
付
着
し
た
状
態
や
、
棺ひ

つ
ぎ

と
と
も
に
出
土
す
る
と
い
っ
た
形
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
麻
は
神
事
で
も
重
要

視
さ
れ
、
布
用
繊
維
の
象
徴
と
さ
れ
る
ほ

か
、
紙
が
普
及
す
る
ま
で
は
御ご

幣へ

い

や
注
連

し

め

縄な

わ

に
も
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
い
ま

で
も
、
神
社
に
下
が
っ
て
い
る
鈴
を
鳴
ら

す
緒
や
、
鰐
口

わ

に

ぐ

ち

を
打
つ
緒
に
大
麻
が
使
用

さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
で
は
、「
近お

う

江み

上じ
ょ
う

布ふ

」
や
「
高
宮

た

か

み

や

布ふ

」
の
名
で
知
ら
れ
、
そ
の
歴
史
は
、
鎌

倉
時
代
に
京
都
か
ら
湖
東
地
方
に
職
人
が

渡
り
住
ん
で
、
麻
織
物
の
技
術
を
伝
え
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
人
々
の
生
活

は
急
速
に
洋
風
化
し
、
服
装
も
洋
服
が
浸

透
し
て
普
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
貨
幣
経

済
が
い
き
わ
た
る
こ
と
で
、
最
も
手
間
暇

を
要
す
る
、
糸
を
作
り
、
織
り
、
縫
製
す

る
、
と
い
う
家
庭
内
労
働
が
放
棄
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
極
度
に
高
度

経
済
成
長
を
し
た
一
九
七
〇
年
代
に
も
、

樹
皮
や
草
皮
の
糸
作
り
や
布
作
り
が
、
各

地
の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て

い
ま
し
た
。
奥
伊
吹
の
山
間
に
あ
る
甲
津

原
で
は
、
昭
和
五
〇
年
こ
ろ
ま
で
大
麻
が

栽
培
さ
れ
、
そ
の
麻
織
物
は
「
甲
津
原
の

雪
袴
（
ユ
キ
バ
カ
マ
）」
と
し
て
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

甲
津
原
で
は
、
上
着
を
「
テ
ナ
シ
」。
カ

ル
サ
ン
や
モ
モ
ヒ
キ
、
タ
ッ
ツ
ケ
に
類
す

る
も
の
を
「
ユ
キ
バ
カ
マ
」
と
呼
び
ま
す
。

甲
津
原
の
ユ
キ
バ
カ
マ
は
、
四
月
の
雪
が

積
も
っ
て
太
陽
が
射
す
、
一
〇
日
間
ぐ
ら

い
に
晒さ

ら

し
ま
す
。
こ
れ
を
二
年
ほ
ど
続
け

る
と
、
布
は
白
く
な
り
、
繊
維
が
柔
ら
か

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
甲
津
原
独
特
の

工
程
だ
そ
う
で
す
。

テ
ナ
シ
や
ユ
キ
バ
カ
マ
は
男
子
の
正
装

と
さ
れ
、
女
子
の
テ
ナ
シ
は
丈
が
長
く
、

と
く
に
ナ
ガ
着
と
呼
ば
れ
、

女
性
の
正
装
と
さ
れ
ま
し

た
。
甲
津
原
の
ユ
キ
バ
カ
マ

が
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
き
た

の
は
、
葬
儀
や
オ
コ
ナ
イ
、

村
寄
り
や
儀
式
ご
と
の
正
装

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
新
し
い
ユ
キ
バ
カ
マ

は
正
装
に
、
古
く
な
る
と
作

業
着
に
し
ま
し
た
。

麻
は
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
中

国
で
栽
培
が
始
ま
り
、
五
穀
の
筆
頭
に
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
食
料
と
な
り
、

油
を
採
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
麻
の
葉

の
文
様
は
無
病
息
災
、
不
老
長
寿
の
効
が

あ
る
と
い
わ
れ
、
丈
夫
で
す
く
す
く
と
ま

っ
す
ぐ
に
伸
び
る
こ
と
か
ら
、
新
生
児
の

肌
着
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

茎
は
麻
ガ
ラ
と
し
て
、
お
盆
の
精
霊
の
迎

え
火
・
送
り
火
に
、
葬
送
の
棺
の
底
に
敷

い
た
り
、
辻
ろ
う
そ
く
の
さ
お
に
も
使
っ

た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
清
ら
か
な
聖

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
萱
葺
き
屋
根
の
軒
付
け
に
も
魔
除

け
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

甲
津
原
で
は
綿
花
栽
培
が
気
候
条
件
に

適
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
麻
が
栽

培
さ
れ
、
ユ
キ
バ
カ
マ
な
ど
の
衣
装
の
民

俗
文
化
が
生
ま
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。（

歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

甲
津
原
の
麻
織
り

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
75

麻
織
物
の
歴
史

雪
袴

ゆ
き
ば
か
ま

の
民
俗

▲ 麻を蒸す作業



認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
ろ
う

第
１
回
「
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
？
」

認
知
症
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
お

こ
っ
て
く
る
病
気
の
総
称
で
す
。
多
く

は
「
物
忘
れ
」
に
よ
っ
て
、「
今
ま
で

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
」
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が
お
こ

っ
て
き
ま
す
。

「
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
の
こ
と
が

思
い
出
せ
な
い
…
」
こ
の
よ
う
な
経
験

は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
物
忘

れ
」
は
自
然
な
老
化
に
よ
る
「
単
な
る

歳
の
せ
い
」
で
、
誰
に
で
も
お
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、「
認
知
症
」
は
病
気
で
あ
り
、

出
会
っ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

認
知
症
の
原
因
で
一
番
多
い
の
が
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
、
次
に
多

い
の
が
脳
血
管
性
認
知
症
で
す
。
そ
の

他
に
も
、
認
知
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
原
因
の
一
部
は

早
期
に
適
切
な
治
療
や
介
護
を
う
け
れ

ば
治
る
も
の
や
、
症
状
が
よ
く
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
近
年
、
原
因
疾
患
の
半
数
以
上

を
占
め
て
い
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
（
脳
の
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん

で
し
ま
い
、
脳
全
体
が
縮
ん
で
お
こ
る

病
気
）
は
、「
β
ア
ミ
ロ
イ
ド
」
と
い

う
タ
ン
パ
ク
質
の
蓄
積
が
関
係
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

最
近
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
け
れ

ど
も
、
そ
れ
は
単
な
る
歳
の
せ
い
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
実
は
認
知
症
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ　　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎） 1５５－８１１０　5５５－８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

健康づくりに
積極的に取り
組んでいる人
を紹介します。

親
子
で
い
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
者
決
定

５
月
31
日
に
「
親
子
で
い
い
歯
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
平
成
22
年
度
の
３

歳
６
か
月
児
健
診
で
む
し
歯
が
な
か

っ
た
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に

し
た
も
の
で
、
お
口
の
中
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
親
子
と
も
に
き
れ

い
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
最
優
秀
に
輝
い
た
の
は

大お
お

久
保

く

ぼ

希き

純づ
な

君
・
宏ひ

ろ

美み

さ
ん
親
子
で

す
。
大
久
保
さ
ん
に
き
れ
い
な
歯
の

状
態
を
維
持
す
る
秘
訣
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
甘
い
も
の
を

食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
い
て
、
特
に

飴
は
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歯
磨
き
の
後
の
仕
上

げ
磨
き
を
し
っ
か
り
と
し
て
、
む
し

歯
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。
や
は
り
、
日
々

の
習
慣
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
ね
。
み
な
さ
ん
も
、
む
し

歯
や
歯し

槽
膿
漏

そ
う
の
う
ろ
う

な
ど
歯
周
疾
患
の
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
大
久
保
さ
ん
親
子
に
は
県

で
実
施
さ
れ
る
２
次
審
査
に
出
場
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
回
は
、
認
知
症
と
医
療
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

全
９
回
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保健師からのアドバイス
歯磨きは、親子でコミュニケーショ

ンをとる手段のひとつ。歯磨きを怖が
る子もいるかもしれませんが、抱っこ
したりひざ枕をしたりして、触れ合い
ながら磨いてあげましょう。

病気が原因 
・アルツハイマー型　 
・脳血管性（脳梗塞 
　や脳出血）など 

単なる歳のせい 

もの忘れ 認知症 



スポーツアドバイザー 
遠山　汎 

職場での節電対策としてクールビズが例年以上
に推奨されてますが、薄着の時期こそ自分の体型
が気になりますね。｢くびれ」のある体型を目指し
て、見た目だけでなく、気持ちも若返りましょう。
今回は｢背筋｣のおススメトレーニングです！！

広背筋と起立筋の「静的」トレーニング
広背筋は背中最大の筋肉で、腕を内転・内旋・伸展さ
せる働きがあります。起立筋は背中の中心を縦に走る
筋肉で、身体を支える働きがあります。

【トレーニングの方法】
右手と左膝を床につけた状態で、
左手と右足を浮かしてまっすぐと伸ばし、
写真のような体勢を5～10秒維持します。
これを左右を交互に1日3～4回繰り返してください。

【ポイント】
●手は斜め上に向かって肩から伸ばす。
●顔は下を向かないように、まっすぐ前を向く。
●繰り返す際はしっかりと呼吸をすること。
●腰を痛めないように、1回10秒程度に抑えること。

姿勢を維持することが難しいトレーニングですが、
引き締め効果だけでなく、体のバランス調整能力も
つきますよ！

お問い合わせ　
スポーツ振興室（ルッチプラザ内）

1５５－８０２０　5５５－４５５６

① じゃがいもは一口大、玉ねぎは薄切り、にんじんはい
ちょう切りにします。つきこんにゃくは、食べやすい
長さに切ります。干しいたけは、戻して薄めに切り、
ちくわは1.5cm位に切ります。

② グリンピースは湯がいておきます。
③ 鍋に油を熱し、牛ひき肉と玉ねぎを炒めます。
④ にんじん、つきこんにゃく、しいたけも加えて、さら
に炒め、ひたひたの水と調味料Aを加え、じゃがいも、
ちくわを入れてしばらく煮ます。

⑤ グリンピースを加えて、仕上げます。

作り方

６月１日（水）の給食

子どもたちの好きなカレー風味を生かした煮物で
す。給食では、新じゃがや、新玉ねぎがとれる時期に、
献立に取り入れています。旬の野菜を使った料理は栄
養もたっぷりで、味もおいしいですね。カレー粉は食
欲アップの効果があるので、暑い時期にもおすすめの
料理です。

くびれをつくり体
た い

！
その２(全４回)

牛ひき肉 80g
じゃがいも 220g
玉ねぎ 100g
にんじん 60g
グリンピース 20g
つきこんにゃく 80g
干しいたけ 3g

ちくわ 32g
油 小さじ1弱
三温糖 大さじ1と1/2
濃口醤油 大さじ1
塩 少々
カレー粉 小さじ1/2強
水 適量

材料（４人分）

上下にひっぱられているイメ
ージで、体全体を伸ばすこと
を意識しましょう！

親子で
やって
みよう！

Ａ
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.16

７
月
は
企
業
内
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
で
す
。
期
間
中
県
や
市
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
を
行
い
、
企
業
内

同
和
・
人
権
教
育
の
大
切
さ
や
、
適
正

な
採
用
選
考
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
７
月
１
日
に
Ｊ
Ｒ

米
原
駅
前
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ
た

ほ
か
、
５
日
に
は
市
内
企
業
・
事
業
所

同
和
問
題
研
修
の
窓
口
担
当
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は
、
啓

発
推
進
班
員
が
２
人
１
組
と
な
っ
て
企

業
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
権
利

は
、
地
域
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

企
業
・
事
業
所
に
お
い
て
も
守
ら
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
企
業
は
、
文
化
や

社
会
生
活
の
向
上
に
大
き
な
影
響
力
を

も
っ
て
お
り
、「
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
社
会
的
責
任
を
担

っ
て
い
ま
す
。
企
業
で
働
く
人
自
身
も

地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
人
権
を
大
切
に
し
た
住
み
よ
い
社

会
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。本

市
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
市
民

の
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
人
が
輝

く
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
、

平
成
19
年
に
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
条
例

の
第
４
条
で
は
、「
事
業
者
等
の
役
割
」

が
記
さ
れ
、
事
業
者
等
は
、
市
が
実
施

す
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

に
参
加
お
よ
び
参
画
す
る
と
と
も
に
人

権
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

働
く
人
た
ち
に
と
っ
て
多
く
の
時
間

を
過
ご
す
職
場
は
、
差
別
の
な
い
明
る

い
職
場
環
境
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
企
業
・
事
業
所
に
お

い
て
も
労
働
力
の
確
保
は
、
事
業
の
繁

栄
に
大
き
な
影
響
力
を
も
た
ら
す
重
要

な
問
題
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
差
別
の
な
い
明
る
い

職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
今
日

ま
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
採
用
選
考
の

過
程
に
お
い
て
、
不
適
切
な
質
問
や
対

応
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
人
権

尊
重
の
理
念
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が

十
分
に
深
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
が
あ
り
ま
す
。

企
業
の
採
用
活
動
の
際
、
応
募
者
本

人
の
適
性
・
能
力
に
関
係
の
な
い
事
柄

を
採
否
判
定
の
基
準
と
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ま
た
、
出
身
地
や
親
の
職
業
、

家
庭
状
況
な
ど
を
採
否
判
定
の
際
の
基

準
と
す
る
こ
と
は
不
当
な
就
職
差
別
で

あ
り
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

市
で
は
、
人
権
教
育
を
総
合
的
に
推

進
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
市
民
的

課
題
と
し
て
解
決
す
る
た
め
、「
米
原
市

人
権
教
育
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
協
議
会
の
企
業
・
事
業
所
活

動
部
会
で
は
企
業
内
窓
口
担
当
者
な
ど

16
人
が
部
会
員
と
し
て
参
画
し
、
人
権

感
覚
に
満
ち
た
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
、

企
業
事
業
所
内
の
人
権
教
育
研
修
会
の

充
実
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
職
場
で
取
り
組
む
人
権
や
企
業
活

動
に
お
け
る
人
権
に
対
す
る
配
慮
が
な

さ
れ
、
人
を
大
切
に
す
る
企
業
文
化
が

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は

「
市
民
」
で
あ
り
、
人
権
問
題
は
地
域
社

会
全
体
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
市
民

と
企
業
、
行
政
、
学
校
、
家
庭
な
ど
が
、

よ
り
一
層
の
連
携
を
深
め
、
人
権
課
題

の
解
決
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

企
業
と
人
権

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部

人
権
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
ー
６
６
２
９
5
５
２
ー
４
５
３
９

差
別
の
な
い

明
る
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

関
係
機
関
が
連
携
し

人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
し
よ
う

企
業
内
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
で
す
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７月は
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まずはカラダを知ることから～健診日程と結果説明会～

※ 基本健康診査とは、特定健康診査、後期高齢者健康診査、39歳以下健診のことです。

「健康づくり
ガイド」もご
参照ください

実施日 会　場 受付時間

息郷地域総合センター
指定管理者募集のお知らせ

公の施設における指定管理者の
候補者選定委員（総務部門）を募集

平成24年度から次の施設の事業運営および施設管理
にあたっていただく指定管理者を募集します。

●対象施設　息郷地域総合センター
（三吉会館・息郷老人憩の家・米原市息郷
児童館）

●応募期限　8月26日(金) 17時15分まで
●選定委員会 9月に開催（申請書類、プレゼンテーシ

ョン選定委員によるヒアリングにより選
定）

●申込方法　応募用紙は人権政策課と各庁舎自治振興
課または米原市公式ウェブサイトで配布。
下記まで提出。

■問 市人権政策課（米原庁舎）1 52－6629 5 52－4539

■問 市健康づくり課（山東庁舎）1 55－8105 5 55－2406

左記施設などの指定管理者を選定するにあたり、候
補者選定委員を募集します。

●応募資格　市内在住・在勤の満20歳以上の方（平成
23年9月1日現在）。ただし、国・県・地
方公共団体の議員および常勤の公務員の
方や、候補者と利害関係のある方は応募
できません。

●募集人員　2人（応募多数の場合は選考）
●申込方法　応募用紙は人権政策課と各庁舎自治振興

課または米原市公式ウェブサイトで配布。
下記まで提出。

●申込期限　8月19日(金)17時15分まで

健診結果説明会 健診は受けた後が大切です。説明会に参加して、身体の状態について確認しましょう。

地　域

山　東

近　江

健診実施日

6月14日(火)・6月15日(水)

6月17日(金)

6月18日(土)

6月19日(日)

6月30日(木)・7月4日(月)

7月2日(土)

7月3日(日)

説明会開催日

7月27日(水)

7月29日(金)

7月30日(土)

8月1日(月)

8月18日(木)

8月19日(金)

8月20日(土)

受付時間

9時～9時15分

会場

山東B&G
海洋センター

近　江
保健センター

8月の健診日程（伊吹・米原地域） 対象地域以外でも受診ができます。事前にお問い合わせください。

8月04日(木）

8月05日(金）

8月06日(土）

8月07日(日）

8月08日(月）

8月09日(火）

8月10日(水）

8月11日(木）

8月22日(月）

8月23日(火）

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

13時～14時

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

9時～10時45分

13時～14時

春照

@番・伊吹

米原

米原西

下多良

梅ヶ原・多良・上多良

賀目山・中多良・入江

朝妻・筑摩・磯

一色・醒井

南三吉・三吉・西坂

東番場・西番場

河南・樋口・枝折

上丹生・下丹生

基本健康診査のみ
受診する場合の対象地域

胃
がん

基本
健康
診査

大腸
がん

肺
がん

乳
がん

子宮
がん

骨粗
鬆症

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○　

伊吹健康プラザ
愛らんど

西部デイ
サービスセンター

人権総合センター
S・Cプラザ

米原げんき
ステーション

米原
保健センター
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夏のレジャー交通の増加や、夏休
みにともなう子どもたちの行動の活
発化により、交通事故の増加が心配
されます。
一人ひとりが交通安全意識を高め、

事故防止に努めましょう。
運動の重点
①子どもと高齢者の交通事故防止
②全席シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶
④自転車の安全利用の促進
■問 市市民安全課（近江庁舎）

1 52－6630 5 52－6930

明治時代、長浜市に建てられてい
た芝居小屋「長栄座」を復活し、湖
北文化の発信基地としてにぎわった
街並みと芝居情緒を再現します。
日時と料金▼
8月6日(土) 15時～
升席(4人まで) 24,000円
一等席 4,000円 二等席 3,000円
8月7日(日) 15時～
升席(4人まで) 20,000円
一等席 3,000円 二等席 2,000円

■問 滋賀県立文化産業交流会館
1 52－5111

「要約筆記」とは、発言内容をキー
ボードに入力し即座に伝える社会福
祉サービスのひとつで、聴覚障がい
者の社会参加や自立を支援する福祉
活動です。
この講座では、県や市が実施する

要約筆記者派遣事業の協力者になっ
ていただく人を養成します。
日程s9月9日(金）～1月27日(金）

午後に3時間・全16回
会場s彦根市障害者福祉センター
受講条件s18歳以上の方で次年度後
期も受講できる人。また、キーボ
ードで80字/分以上でタッチタイピ
ンクﾞができる人

受講料s無料（教材費1,500円）
申込締切s8月12日（金）まで
申込書は下記へご請求ください。
■■申・■問 県立聴覚障害者センター

1 077－561－6111

次のとおり自衛官を募集します。
職種と受験資格▼
自衛官候補生
・平成24年4月1日現在、18歳以上
27歳未満の人

・学歴不問
自衛隊一般曹候補生(第2回)
・平成24年4月1日現在、18歳以上
27歳未満の人・学歴不問

海上・航空自衛隊航空学生
・平成24年4月1日現在、18歳以上
21歳未満の人

・高校卒業（見込含む）以上の学歴
受付期間s8月1日から9月9日まで(た
だし、自衛官候補生の男子は9月
16日まで。来春高校卒業予定者は
8月1日から受付)

■問 自衛隊滋賀地方協力本部
彦根地域事務所（彦根市旭町）
1 0749－26－0587

米原市内の交通事故（平成23年6月30日現在）※カッコ内は前年比
件数　90件（ －10件 ）、死者　3人（ ＋1人 ）、傷者　113人（ －23件 ）

なるほど食育コラム　学齢期の食育
学齢期は、心身の発達とともに体力・運動能力が定着し始め、食習慣や食
べ物の好き嫌いがはっきりする時期です。また、食事の選択などを自らが行
えるようになるにつれて、朝食の欠食やおやつの食べ過ぎなどで肥満やむし
歯が増え、生活リズムや食習慣の乱れる時期でもあります。

朝食の役割
朝食は、一日のパワーの源。朝食を食べずにいると、体温や脳の温度が上
がらないので、ボーっとしたり、あくびが出たりします。
人間の脳が働くエネルギーとなるのは、ごはんやパンなどに含まれるブド
ウ糖だけです。これらを食べないと、脳にエネルギーが足りなくなり、イラ
イラしたり、集中力がなくなったりすることが考えられます。
また、頭や体がぼんやりしたまま午前中が過ぎ、昼食を食べた後に元気が
出てきて午後から夜間にかけてようやく体調が整い、夜更かしをする傾向に
もつながります。
早寝、早起きをして、毎日しっかり朝ごはんを食べ、生活リズムを整えま
しょう。

限度額適用(･標準負担額減額)認定証の更新時期です
国保加入の方で、入院したときの医療費の自己負担額等が減額になる「限
度額適用認定証」をお持ちの方は、7月31日で有効期限が切れます。8月以
降も認定証が必要な方は、更新手続をしてください。また、今後入院の予定
があるなど、新たに認定証が必要な方についても申請をお願いします。
●申請方法　最寄りの市役所窓口で手続きできます（保険証と印鑑）
●注意事項 ・70歳以上の高齢受給者で、市・県民税課税世帯の方は、

この認定証は不要です。
・国保税に未納のある方は交付できません。

毎月19日は「食育の日」

ほたるんの
食育通信
第 9 号

■問 市健康づくり課（山東庁舎）1 55－8105 5 55－2406

■問 市保険課(近江庁舎）1 52－6922 5 52－8730

「事故0」を
滋賀の道から
あなたから

夏の交通安全県民運動
実施期間 7月15日～7月24日

要約筆記者養成講座（前期） 自衛官募集

滋賀県次世代創造発信事業
伝統と創造シリーズⅡ「流れゆくもの」

食育の基本は家庭にあります。家
庭でおいしく楽しい食育に取り組み
ましょう。
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申込方法などについては、総務課
までお問い合わせください。
行政職(初級) 1人程度
・平成2年4月2日から平成6年4月1日
までに生まれた人

行政職(初級)障がい者対象　1人程度
・昭和51年4月2日から平成6年4月1
日までに生まれた人

・身体障害者手帳の交付を受け、障
がいの程度が1級から6級までの人

・自力による通勤ができ、介護者な
しに職務遂行が可能な人

・活字印刷文による試験に対応できる人
・介護・介助者なしに受験可能な人
保育士・幼稚園教諭　3人程度
・昭和54年4月2日以降に生まれた人
・保育士資格および幼稚園教諭免許
の両方を有する人、または平成24
年3月31日までに取得見込みの人

試験日程s第1次試験 9月18日(日)
受付期間s8月4日(木)～8月19日(金)
採用予定日s平成24年4月1日
■問 市総務課（米原庁舎）

1 52－1552 5 52－4447

平和への願いを
広く市民・国内・
世界に訴え、戦没
者の慰霊とともに
恒久平和のまちづ
くりを願い開催し
ます。ぜひご来場
ください。
日時s8月6日（土）10時～
会場sルッチプラザ
■問 市社会福祉課（山東庁舎）

1 55－8102 5 55－8130

住み慣れた地域で人生をいつまで
も健康に楽しむために、にぎやかに
調理を学びながらあなたの「食」を
見直してみませんか。
詳しくは社協までお問い合わせく

ださい。
日程s8月30日(火)を初回に10月に
かけて全6回　
9時30分から14時頃まで
会場s米原公民館
対象s60歳以上の男性で原則6回とも
参加できる人（20人程度）

参加費s1回500円
申込締切s8月19日(金)
■問 米原市社会福祉協議会本部

1 54－3105 5 54－3115

第61回「社会を明るくする運動」
の強調月間にあたって、犯罪・非行
の防止と更生援助についての理解を
深めることを目的に研究会を開催し
ます。ぜひご来場ください。
日時s7月22日(金)19時～21時30分
会場s人権総合センターS・Cプラザ
内容と講師▼
「インターネットの危険性

（携帯電話）とその対策」
滋賀県警察本部 生活環境課

サイバー犯罪対策室員
■問 市社会福祉課（山東庁舎）

1 55－8102 5 55－8130

今回の講座では、私たち市民が外
国人労働者の権利を認め、共生して
いける社会を築くにはどうしたらよ
いのかを考えていきます。
お誘いあわせのうえご来場くださ

い。（無料・申込不要）
日時s8月4日(木)19時～21時
会場s近江公民館
内容と講師▼
「外国人労働者問題から

多民族共生社会を考える」
草
そ う

加
か

道常
み ち つ ね

さん（RINKすべての外国人労働者
とその家族の人権を守る関西ネットワーク所属）

■問 米原市人権教育推進協議会
1 54－2220

米原市職員採用試験

公開ケース研究会

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　広報秘書課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,101人（－7） 男20,144人（＋3） 女20,957人（－10） 世帯数13,684世帯（＋9）

65歳以上の人口　10,169人　　高齢化率　24.74% ※（ ）内は前月との比較【平成23年7月1日現在】

米原市平和祈念式典を開催します

作る！食べる！楽しむ！
男性料理倶楽部（全6回）

今月の表紙
水中ウォーキングで健康的な
体づくりを手軽に実践！

個々の健康意識の向上と地域
ぐるみの健康づくり運動の推進
を目的に、市では｢まいばら健康
カレッジ｣を昨年度に引き続き開
催しています。6月27日に今年
度の第一回目の講座として、山
東B&G海洋センターで水中ウォ
ーキング体験講座が開催されま
した。当日は非常に暑く感じる
気温でしたが、8人の参加者は
プールの中で涼しげに運動され
ていました。

7月23日は「まいばらライトダウンデ―」
地球温暖化問題について考えていくことを目的に、環境省の呼びかけ

で実施されているライトダウン。今年は東日本大震災による節電の必要
性などから、6月22日～8月31日の期間で「昼も夜もライトダウン
2011」が実施されています。
市では、米原市環境フォーラム2011の開催日である7月23日を特に

「まいばらライトダウンデー」として位置づけ取り組んでいます。
毎日当たり前のように使ってい

る電気をオフにして、日本のこと、
地球環境のことを考えてみません
か。環境を考えることは、結局は
本当の豊かさにつながっていくの
ではないでしょうか。

第2回きらめき人権講座

一人が変
われば、

 

世界も変
わる！!

 
３ 

6月15日号掲載 心象絵図完成披露会
時間変更のお知らせ
8月7日（日）上丹生公民館
変更前 13時から→変更後 9時から
上丹生プロジェクトK 1 54－1928
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消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 
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この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は
12円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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ワンクリック請求にご注意！ ワンクリック請求にご注意！ 

困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時

関西電力、関係会社社員名をかたる詐欺、窃盗や不審電話にご注意！

知らない人からのメールにあるURLをクリックしたり、アダルトサイ
トやゲームサイトをみていたところ、いつの間にか登録されて、料金を
請求されたという相談がよくあります。
解決のヒント、電子消費者契約法の内容から、相談のようなケースで

は、契約は無効となり、料金請求に応じる必要はありません。
また、登録を取り消そうと、退会手続きのURLをクリックして入ると、
登録料が未納なので退会手続きができないといわれることもあります。
そもそもの登録が無効なので、退会等手続きもせず、無視しましょう。

Q 携帯電話に知らないところからメールがあった。何だろうと思い、本文に
あるURLをクリックしたところ、出会い系サイトにつながった。年齢を入力
したら登録完了となり、登録料1万円を支払うように書かれていた。自分のメ
ールアドレスと個体識別番号も表示されており、支払わない時は調査するとも
書かれている。利用規約を見ると有料であると書かれている。
どうしようかと悩んでいたら、料金を支払うようにというメールが次々と届

くようになった。

電子消費者契約法では、
消費者が申し込みを行う前
にその申し込み内容を確認
できるなどの措置がとられ
ていない場合、その契約は
無効の主張ができます。

解決のヒント

まとめ

このような
トラブルを
避けるには

● 知らない人からのメールにあるURLにアクセスしない。

● あやしいウェブサイトには近づかない。

● 身に覚えのない料金請求を受けた時は、無視する。連絡もしない。
（連絡すると、さらに様々な理由で、不当な料金を請求されるおそれがあります。）

※ＵＲＬとは、http:// で始まるウェブサイトの住所のようなもの

詐欺・窃盗の主な被害は・・・
●漏電調査、コンセント検査などで、配線の点
検らしきことを行い、調査・取替え代として
多額の金額を請求する。また、宅内で目を離
した隙に金品を盗む。

不審な電話や訪問の主な内容は・・・
●省エネのアンケートや使用電力の調査などで、
年齢、家族構成などを聞き出そうとする。

●関西電力の名前をかたって、機器を販売した
り、説明会に参加するよう求める。

不審に思ったら・・・
●胸章を確認する。
●従業員証明書の提示を求める。
●安易に個人情報を教えない。
●すぐに右記の関西電力営業所までご確認ください。

関西電力㈱彦根営業所　お客さまセンター
彦根市松原町字石持1880-10
1０７４９－２２－００８０
営業時間：平日9時～17時　
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